
 
 
 

LUZ の熊野古道案内 

 

2006 年 12 月 上 

              12 月 1 日 ～ 15 日 
 
 

je2luz.exblog.jp  
 

 

目次 

２００６年 12 月 

 
12 月 １日 木本の町屋 坪ノ内 
12 月 ２日 木本の町屋 意匠 
12 月 ３日  
12 月 ４日 創作劇・花の窟 
12 月 ５日 JR 紀勢本線 熊野市駅 バス停 
12 月 ６日 熊野の冬 
12 月 ７日 熊野市の都市計画 
12 月 ８日 参加者募集 くまの駅伝大会 
12 月 ９日  
12 月１０日 林業不振、木材不況 
12 月１１日 朝日の当たる駅 熊野市駅 
12 月１２日 低地にある熊野市駅 
12 月１３日 熊野市最初の都市計画道路 
12 月１４日 熊野市駅 『歓迎』 
12 月１５日 国道４２号線・テイクアウト 
12 月１６日  



2006 年  12 月  01 日  

熊野の旅 木本の町屋 坪ノ内  

 木本の町屋は京都と同じように間口が狭く奥行きばかり深い敷地に立っているの

で、同じような配置になっています。 
 まさか奥行き 20 間ほどそっくり家を建てるわけにも着きませんからね。 
 間口３間とか３間半しかないのですから両脇は隣の家とぴったりついています。最

近では外壁のトタンを貼った壁の部分を立ち上げたりしますが、昔からの家は隣との

わずかな隙間を覗いて外壁を張ってない方が新しい家だと分かるのです。人間も入れ

ない隙間ですからそうなるのです。 
 そんな建て方で両脇には明り取りも通気口も無いのですから。表側と裏側の一間ず

つしか光は入りません。昔の天窓を使っても真ん中に一つ部屋を取るのが精一杯なの

です。 今でこそ通り抜け通路の無い家が多いですが古い家なら聞かなくても間取り

が分かるくらいです。 

 
 そんな、町屋ですから表側（本町）に母屋を立て真ん中に庭を残して裏側に離れの

隠居所を立てたり物置を立てたりしています。 
 その中庭をこの辺では『坪ノ内』よ呼んでいました。この苗字もこの辺にはありま

すが、この呼び方もなくなってきています。 
 この中庭があるのでたて込んだ町中でも洗濯を干したりいろんなことが人の目を

避けて出来たのです。 
 この写真の場合、隣の家はこの中庭部分にも家を建ててつなげてしまっています。

木本の町屋と言うものはこのように決して住み良いものでは無いのです。 
ただ、よそから来ると、ちょっと風情があるように見えるようですね。京都、飛騨

古川…私などのようにこの家で暮らしたことのあるものからすると、建て替えても良

い家にはならないしお気の毒…などと見えてしまいます。 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ        by je2luz | 2006-12-01 12:26  



2006 年  12 月  02 日  

熊野の旅 木本の町屋 意匠  

 木本の町屋ではそんなに古いものはありません。古そうに見えても明治末期から昭

和初期の物です。木造住宅の寿命からするともっと古いものがあってもよさそうなの

ですが、台風や津波の影響でしょうか・・・ 

 

 狭い間口の敷地に無理やりねじ込んだような家で、古い家は平屋建てです。せいぜ

い屋根裏部屋を作ってある程度です。 
 外壁が接しているような状態ですから、屋根は切妻です。寄せ棟だとか入母屋なん

て作りようがないのです。 
 お屋敷らしくなっている所でも屋根は簡単なものです。 
 この理由は明らかに台風対策です。 
 毎年襲ってくる台風と豪雨の前には家の外観よりそれに耐えられることが大切な

のです。 
 おまけに、間口が狭く奥行きの深い敷地ゆえに間取りも自由にならないのですから、

中々特徴のある家は作れません。 

 
 家のあちこちに職人さんがその家にあっているだろうという一寸した意匠を施し

てあります。 
 これは物置の明り取り窓です。 
 こんな格子は泥棒にとっては全く意味はありません。 
 内庭に立っていて家の中を通らないと中庭に出られない家の構造ですから、これは

防犯ではなく、物置が閉鎖空間になり、狭い中庭を圧迫しないようにという大工さん

の気配りのようです。 
 こんな一寸した工夫の以外かｗあったところの無い、良く似たつくりなのが、古い

町屋なのです。  

 



 
 
Tags:熊野市 クラシックカメラ 熊野古道    by je2luz | 2006-12-02 11:40 

 

 

 

 

2006 年  12 月  04 日  

熊野の旅 創作劇・花の窟  

 花の窟を題材とした創作劇が昨日、上演されました、。 
 熊野市民会館は年間通してそんなに利用回数の多い会場ではありません。 
 定員７００人余くらいになっているのかと思いますが、『市民会館』にすれば小さ

な方でしょう。 
 手狭な敷地にねじ込んだので、楽屋も小さく、舞台装置も搬入できない構造でした。

十数年前に改装し、観客席を減らして舞台を広げたりし先ごろにも大改装をやりまし

た。 
 それでもこの会館の大ホールが使われることは滅多にありません。 
 人口二万人しかなく、老人が 1/3 を占めるのですから見込み客数が少なく、興行収

入が見込めないので出し物を持ってくる業者もいないのです。 
 昨日の創作劇は久々の『お芝居』だったのですが、丁度終了時間に市民会館の近く

のスーパーまで出かけましたが、お芝居帰りの人たちに出会いました。 
 お芝居があるのを知らなかったら、市民会館で『老人クラブ』も催しがあったのか

と思ったでしょうね。 
 まあ、お芝居見物と言えば『お年寄り』『オバちゃん』に相場は決まっていますが

… 
それにしても、老人、それもおばあちゃんの集団です。よくもこんなに湧いて出た

ものだと感心しました。 



 これでは集音マイクからの音をうんと増幅してやらないと聞こえていないのでは

ないかとさえ思えてきました。 
 上演する側は地元の人たちですから特にびっくりすることも無いでしょう。それに

しても、こうした活動をやっていることには頭が下がります。来年もこの公演がある

のかどうか不明ですが、ぜひ続けてもらいたいものです。 
 何百人も人が集まることなんて年に何回かしかないのですから・・・ 

 

 この花の窟のお綱賭け神事を題材にした創作劇です。 
 よそへ行って公演することはないでしょうね。運がよければ、熊野古道歩きに来ら

れた時にここで見られるかもしれません。  
Tags:熊野市 熊野古道      by je2luz | 2006-12-04 11:25 

 

 

 

 

 

 

2006 年  12 月  05 日  

熊野の旅 JR 紀勢本線 熊野市駅 バス停  

 かつて、紀勢西線終着駅として名古屋、伊勢方面に向かう旅客の国鉄バス紀南線へ

の乗換えで賑わった旧・紀伊木本駅・現熊野市駅も、長距離旅客は素通りし、乗降客

が激減しています。 
 かつては駅構内になる敷地内には私鉄のバスは乗り入れることが禁じられていて、

国鉄バスだけが駅構内で乗れたのです。その国鉄バスも今では廃線になり私鉄のバス

と隣接の和歌山県北山村の村営バスが山間部への足となっています。 



 

 バスの利用者は山間部などの高校生を除けば便数が少ないので通勤に使う人は居

ません。朝のダイヤは県立木本高校の時間に合わせているのです。他の利用者はお年

寄りだけです。この写真でも向こうの方の陽だまりにいつ来るバスを待っているのや

らお年寄りが荷物の番をしながらすわっていました。 

 
 バスの便数も北山村営バスの朝夕一本ずつと言うのを代表に、一日数本のものばか

りです。そのためか大きな駅のバスターミナルはバス乗り場が行く先別とかに分かれ

ていますが、熊野市駅構内で乗れるバスは全部固めて在ります。 



 こんなに団子にしちゃっても看板だけが賑やかなだけで、お客さんが混雑したり、

乗り間違えるほど人も居なけりゃバスも来ないのが悲しいですね。 
カメラは マイクロコード Mk-II    by je2luz | 2006-12-05 11:27 

 

 

 

2006 年  12 月  06 日  

熊野の旅 熊野の冬  

 熊野には秋の季節感が乏しいと書いたことがありますが、冬もいささか他所のよう

には行かないのです。 
 熊野でも一山越えて山間部に入れば、朝は霜で真っ白になっています。当然のよう

に落葉樹は葉を落とし、草は枯れています。 
 こうして春を待つ準備をするのだそうですが、海岸線に来ると、そうした木々や草

は、師走になっても葉も落とさず、枯れもしないでいます。 

 

 これは我が家の入り口にある春蘭の株ですが、１２月４日現在まだまだ元気です。 
 これも一度枯れて、早春には新しい根を出して花を咲かせます。 
 睡眠不足にならないかしら…というほどしか休みません。落葉樹などもそうですね。

他所より遅く葉を落とし、他所より早く芽を吹きます。 
 この気候はそれだけ『植物の生長期間が長いということでしょうね。 
 この温暖な気候は人間にとっては、どうも、たるんだ気分にさせるようです。 
 昔から、特段、冬支度をきっちりしなくても何とか冬を越せる、のんびりした、節



目にかける生活を送ってしまったようです。 
 北国のように、春が近づいたことを喜ぶ行事などが盛んでないのがそのためでしょ

うね。 
 季節感の無さは、他所から熊野の旅に来るにはいいことなのです。熊野古道の中で

も海岸線を走る部分は真冬でも安心して歩けます。 
 熊野市内の『松本峠』や『大吹峠』、串本町内の『大辺路』などはそうした熊野古

道です。 
 冬でも歩きたい人はぜひおいでください。 
 カメラはマイクロコード Mk2  
Tags:熊野市 熊野古道 クラシックカメラ      by je2luz | 2006-12-06 12:21 

 

 

 

 

2006 年  12 月  07 日  

熊野の旅 熊野市の都市計画  

地方の小都市とは言え、熊野市も一応『市』ですから、一人前に『総合計画』などと

いうものも策定したり、都市計画などの青写真を作ったこともあります。 
 １９６０年代に入ると熊野市駅の裏側の井戸町にあった、半分沼地のような水田を

埋め立てて宅地造成が行われました。 
 これは、狭い場所にあった市立木本中学校を背後の山の中腹に移転する工事で出る

土石で行うと言う一石二鳥の名案でもあったのです。 
 この田圃は土地も低く、元々井戸川の遊水地でもあったので、台風シーズンには井

戸川の河口が閉塞すると毎年のように水没していました。まともに米が採れたほうが

少ないようなものでしたから、用地買収もうまく行ったようです。おまけに、学校用

地造成と言う錦の御旗も用意されていましたからね。 
 この土地造成が完成し、更に、その対岸にも造成地が完成すると、手狭な木本町内

にあった公官庁は一斉に引越しの計画を立てました。 
 『家庭裁判所』『職業安定所』『県事務所』『保健所』『警察署』『郵便局』などが次々

と移転し木本からは姿を消しました。熊野市駅の表側では熊野市役所と金融機関だけ

が残された感じになりました。 
 この移転も、あまり、計画的にやられたとは思えず、あちこちに分散してしまって

います。赤字債権団体直前だった生まれて間もない熊野市はこの造成地を始め市有地

を高く売りぬいて金を返そうと必死でしたから、ゆったりした官庁街など作ってられ

なかったのでしょうね。高く売れそうな表通りは民間に売り、公官庁には裏側に行っ

てもらったようです。 

 



 

 この、大移動と駅裏（赤坂地区）に生まれる住宅地のために、熊野市駅の裏側に改

札口を作ろうと言う計画もありました。そのための道路も広場も用意されています。

今でもその形は分かりますが、乗降客数が見込めないので、国鉄にとってはとても実

施できるものではなく、実現しませんでした。 
 その代替案として誕生したのがこの連絡跨線橋です。熊野市駅構内の上空を越えて

駅前と駅裏を結んでいます。 
 近くに線路下を抜ける歩行者用の地下道もあるし、スーパー・オークワの脇の踏み

切りも滅多に列車の来ない紀勢本線ですから、何の不自由も無いのでこの橋の利用者

は非常に少ないですね。老朽化したときに掛け換えれるかどうかもわからない状態で

す。 
カメラは マイクロコード Mk-II  
Tags:クラシックカメラ 紀勢西線 熊野市     by je2luz | 2006-12-07 11:45 

 

 

 

 

2006 年  12 月  08 日  

熊野の旅 参加者募集 くまの駅伝大会  

 新春恒例のくまの駅伝大会の参加者を募集しているようです。 
 駅伝と言っても箱根や出雲のような大層なものではなく、距離の短い物です。 
  日時  １月７日 
  ところ  熊野市駅を出発する 10.4Km 



  部門 一般男子（高校生を含む) 
      中学生男子 
      一般女子（中高生を含む) 
      小学生 
  チーム編成 ４人一組 （小学生は６人） 
  参加費用 ３０００円 高校生以下は１０００円 
  募集期限  １２月１５日 
  問合せ先  熊野市駅伝実行委員会 

          0597-85-2085 
 だ、そうです。 
 一区間だけオレンジロードのトンネルとその前後の坂があるだけでほぼ平らなコ

ースです。 
 時間を争うというより、参加することに意義あり…というようなもので、仮装して

参加するチームもあります。 
 数少ない新春の行事です。 

 

Tags:熊野市 JR 紀勢本線     by je2luz | 2006-12-08 11:28  

 

 

 

 

2006 年  12 月  10 日  

熊野の旅 林業不振、木材不況   

 紀州・・・木州 、紀の国・・・鬼の国、姫の国、木の国、 
 紀州は紀州材とも言われるように材木の産地です。 
 古くより和歌山から熊野に掛け林業が基幹産業でした。 
 どの市町村でも森林面積が 85％から 90％を越す所ばかりです。 
 平成の大合併で、森林比率が増えた所ばかりです。 



 こうした、林業が基幹産業になっている地方では、２０年ほど前からの林業不振、

材木不況は深刻な影響を与えています。 
 林業と言う一大産業の城下町だった所では、直接林業にかかわっている人でなくて

も、間接的にその恩恵は受けていたのです。企業城下町に暮らす人が全員その企業で

働いたいるわけでは無くても、企業の業績が良いと町が活気付くのですが、林業に関

しては、担い手育成どころか、大幅なリストラが行われたのと同じ状態です。 
 そのリストラは、林業従事者、労働者だけではなく、自らも林業従事者であった、

山持ち林業家の失業と言う事態にまで至っております。 
 かつてお金を生んだ山林が、今では税金だけかかってお金にはならない状態なので

すからね。 
 輸入材も正当なものだけならまだしも、南方材、北洋材共に無届け、盗伐のものが

無制限に流入する限りは、この状態は変わらないでしょうね。 
 近年では目の前の国道４２号線を材木を積んで走るトラックはほとんど見かけな

くなりました。 
 今時、高速道路を作っても、お役人や代議士さんの言うような、産業振興にはなら

ないのです。運ぶものも無く、産業が壊滅してからそんな贅沢な道を作ってもね… 
 それでも、出来るそうです。 
 地元民としては喜ばなくてはいけないのでしょうかね。 

 
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ     by je2luz | 2006-12-10 12:45 



2006 年  12 月  11 日  

熊野の旅 朝日の当たる駅 熊野市駅  

 数は少ないでしょうが、熊野古道歩きにおいでになる方で、鉄道を利用される方も

居られると思います。 
 熊野古道の残されている部分は大体において山の中、辺地ばかりです。どこの街道

でも集落の中は原形をとどめない所が多いです。馬籠の宿などは明治まで使われたと

は言え珍しいでしょう。まして、熊野古道はそれより古い時代に使われていたもので、

幹線街道ではありませんから、余計にそうなります。 
 紀勢本線の駅は、紀伊半島の外側の海岸線をぐるっと走っていますから、残された

熊野古道とは離れているところが多いのです。 
 熊野市の『松本峠』のように、町のすぐそばに峠があり、近代の道路整備でも改修

されずに残っている所はまれです。 
 ここだけは、特急も止まる駅から歩いて回る丁度良いコースです。 
 この拠点の熊野市駅は小さな駅前広場を持った小さな駅です。かつては、貨物の取

り扱いがあり日通の倉庫まであったものです。勿論今では貨物の取り扱いなどありま

せん。 

 
 熊野市駅は東向きに建っているので、朝日の当たる時間はまぶしいですが、結構気

分の良い駅です。 
 朝日が待合室の中まで入り込み、冬場はほっとする空間が出来ています。夏場は朝

日の上がる時間には列車は動いていませんから… 



 

 少し古い感じの駅舎ですが、あちこち改修され、うどん屋も営業しています。 
 ここの構内の公衆トイレには熊野市の負担金が入っていたのですが… 
 駅前には、昔ながらの大衆食堂もまだ一軒だけ残っています。昔は何軒もあったの

ですがね… 
Tags:熊野市 熊野古道 JR 紀勢本線     by je2luz | 2006-12-11 12:34  

 

 

 

 

 

2006 年  12 月  12 日  

熊野の旅 低地にある熊野市駅  

 熊野市駅は木本海岸から少し山のほうに入ったところにあります。小高い岩山『要

害山』の裏側に当たります。 
 一山越えた形にはなるのですが、地形的には海岸線に比べ一段下がった所になりま

す。 
 これは砂利浜のあるところではよく見かける地形で、波に運ばれた大量の砂利が海

岸線に積みあがり、その背後より高くなる現象です、現に熊野市駅の周辺は沼地だっ

たのです。駅の前も後も幅の狭い陸地をはさんで両方が沼地のような所でした。今で

は、共に埋め立てられて宅地となっています。 
 こうした低い土地にあるので、伊勢湾台風の時には高潮によって逆流した井戸川の



水で駅もすっぽり水に浸かりました。 
目の前にある市役所だけは一段高くなっているので冠水を免れましたが、分譲した

てで、新築家屋の立っていた周辺の丸山町は一階部分が水没するほど冠水しました。

今だったら、責任問題になるのですが、巨大災害で市内にも死者が出たくらいなので、

うやむやで被災者は泣き寝入りしました。 
 それ以前にも以降にも冠水のトラブルがあったため、井戸川の河口に『カルバート』

という、コンクリート製の巨大なトンネル状の導水路を作りました。これにより、河

口閉塞も無くなり、逆流もかなり抑えられて、駅前がすっぽり水に浸かる事態は押さ

えられてきました。 
 近年になり、井戸川上流の山林の荒廃が進んだのと、温暖化の影響か時間雨量など

の増加で、豪雨の時間的な集中が見られるようになり、高波での逆流ではなく、井戸

川の排水能力を超えたためにあふれ出す事態が起きてきています。このまま進むと線

路が冠水する事態が再発するようになるかもしれません。 
 井戸川自体は奥が浅く短い河川なので、冠水しても市街地を押し流すほどにはなら

なくて済んでいます。 

 
 この駅前が水に浸かり、ベネチアのサン・マルコ広場になるような事態にはなって

欲しくないですね。 
 しかし、山林の荒廃も地球温暖化の進行も共に止まる様子はありませんし・・・ 
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2006 年  12 月  13 日  

熊野の旅 熊野市最初の都市計画道路  

 木本という町は大昔に都市計画がなされていたようで、海岸と並行に走る本町通り、

さらにそれに並行な道、そしてそれを結ぶ道が直角に交差する、超小型の京都のよう



な町が出来ていました。更に、昭和に入り記念通りが計画されこれも本町と並行に整

備されました。これで木本町の道路はほぼ碁盤の目のように完成したのです。 
 木本と井戸にかけて、町の真ん中に岩山が聳えています。『要害山』と言うように

人を寄せ付けない絶壁が海に向かった聳えています。 
 陸が隆起して顔を出すまでに波の浸食を受けたもので、今も風化が進んでいて、オ

ーバーハングの部分が落下する危険があるものです。 
 この岩山のため、木本の道路もここの麓で曲がっています。碁盤の目も乱れている

のです。更に、本町のはずれから駅に向かうのも、一旦、井戸川のほとりに出てから

迂回して行くルートになっていました。 

 

 



 これでは不便だと、この岩山の麓にあったくびれの部分を切り裂いて、本町と駅を

結ぶ道路が計画され。完成したのは昭和３０年台だったと思います。海岸に国道が移

ってからは少し伸ばして、駅と国道、海岸を真直ぐ結ぶ道路として今では最も重要な

道路になっています。 
 バスで熊野市駅に来られると、国道を離れると同時に、広い道なのに角の家が道路

に面して壁だけとか、異常に薄べったい建物があったりするのは、立ち退きによって

こんな形になったからです。 
 ここに『大洋工作所』と言う自動車修理工場があったなんて記憶している人は、も

う木本でもほとんどいなくなったでしょうね。半世紀の時が流れていますが、これが

熊野市誕生以降で最初の都市計画道路ですね。 

 
 カメラは コンタフレックス４＋プロテッサー３５mm  
Tags:熊野市 国道４２号線 クラシックカメラ    by je2luz | 2006-12-13 11:21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006 年  12 月  14 日  

熊野の旅 熊野市駅 『歓迎』  

 熊野市駅で列車を降りて駅舎を出るとまず第一番目に迎えてくれるのが、この裸婦

の像です。 
 私は作者が誰なのか知りません。 
 台座には獅子岩だとか鬼ヶ城だとか掘り込まれているところを見ると、十和田湖畔

の裸婦の像のように芸術品ではなく歓迎のモニュメントとして設置したものかと思

います。そして、どうしてここに裸婦像なのかも知りません。 
ここにロータリーが作られた時からここに立っているのでしょうね。 

 このロータリーから内側が国鉄敷地で外を走る道路は国道４２号線だったのです。

今では東海旅客鉄道敷地と市道に変更なっています。 



 

 



 駅前部分の道路がかなり広くなっているのは、バスの発着を考えてのことなのかと

思います。かつては、熊野ー新宮の間には三重交通のバスが１５分間隔で走っていま

した。 
それほど人も移動していたものなのです。その間に同じ路線に和歌山県側の熊野交

通も鬼ヶ城までの路線で乗り入れていました。この名残で熊野交通はまだ来ているよ

うです。 
他には国鉄バスが紀南線を運行し奈良交通は上北山経由奈良行きを走らせ、三重

交通は山間部方面の路線を抱えて結構バスの便も在ったのです。 
 自家用車時代になり乗客は老人と高校生だけになり、更に、私などでもバス停に待

っている知り合いを乗せてしまうことになり、ますます客を減らしてしまいました。

これも、田舎で皆さん顔なじみであるからです。顔を見て乗せない訳には行かないし

… 
 そんな状態なのでバス路線を維持してもらうために三重交通に公金を支出してい

ます。年間結構な額ですよ。熊野市だけではなくほぼ、三重県中ですから・・・ 
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2006 年  12 月  15 日  

熊野の旅 国道４２号線・テイクアウト  

 国道４２号線は通行量の多い国道ではありません。そして、南に下がれば下がるほ

ど減ってきます。 
 車の通りが少なく、地元の住民も少ないと言う事は。大きな食堂やドライブインな

どやってゆけないと言うことです。まして、大手外食産業のチェーン店など進出して

くるはずもありません。 
 よそから来られた人はどこで食べようかと迷うと思います。 
 地場物の小さな店を探すのが好きな人は別として、大体において、他所に行くと聞

いた事のある店とか大きな店に入ることが多いからです。 
 国道４２号線を南下して来ると、大きな店どころか小さな店も見かけなくなってき

ます。町中まで入っていっても地元の人に聞かないと分からないほどしかありません。 
 熊野市では国道沿いにほかほか弁当の『かまどや』とハンバーガーの『モスバーガ

ー』が並んでいる所があります。モスには駐車場が用意されていますが弁当屋にはあ

りません。（かまど屋は２００８年に閉店しました） 
 二車線の国道に面して駐車場無しで弁当を売っているのですが、それでもドライバ

ーが買ってくれるのは、通行量が少ないので路上駐車したままで買えるからです。 
 あまり感心した光景ではないのですがね・・・矢張り、ひやりとするような光景は

見かけます。ただ、田舎ですから、駐車違反を民間委託するようなことはありません

からね。 



 
 これは先日の昼下がりの映像です。 
 熊野市海岸沿いの国道４２号線は昭和４４年ごろに海沿いに移された新しいもの

で、片側は民有地ですが、片側は堤防とか松原とか、官地がほとんどで、その外は太

平洋です。つまり、片側には人が住んでいるけど、片側には人間はいないと言うこと

です。地元の見込み客は単純に見積もっても半分になります。そして、この道路に用

事のある人はほとんどいないってことです。 
 この国道に向かって玄関を持った家を建てているのは私のほかにはほとんど居ま

せん。皆さん、旧市街の本町向けに暮らしています。 
 そのため、昼下がりでもいつでもこんな光景です。 
 車が止まってあげないと商売になりません。 
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